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青
少
協
羽
地
支
部
で
は
、
地
域
の
伝
統
芸

能
を
継
承
し
、
舞
台
出
演
や
運
営
を
通
し

て
、
子
ど
も
達
が
次
世
代
の
担
い
手
と
し
て

成
長
す
る
機
会
と
し
て
、
２
年
に
一
度
の

「
羽
地
子
ど
も
豊
年
祭
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。３

回
目
と
な
る
今
回
は
、
新
た
に
演
劇
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
中
学
生
の
み
な
さ
ん
、

演
劇
に
興
味
の
あ
る
方
、
琉
球
舞
踊
を
習
っ

て
い
る
方
、
舞
台
を
運
営
し
た
い
方
は
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

学
校
で
は
担
任
の
先
生
、
校
長
先
生
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
青
少
協
羽
地
支
部
に
直

接
、
連
絡
し
て
も
良
い
で
す
。

①踊り・各区から伝統芸能の出演です。出演希望者は
各区へ問い合わせ。

②演劇・子ども豊年祭に合わせて書き下ろしたオリジナ
ル演劇です。週２回夕方からの練習です。
青少協羽地支部に問い合わせ。

③スタッフ・司会、舞台運営、撮影などの裏方スタッ
フです。青少協羽地支部に問い合わせ。

青少協羽地支部 ℡ ０９８０-５８-

１
年
２
組
さ
ん
の
音
楽
は
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
だ
。
ま
ず
、
発
声
練
習
。
続
い
て
リ

コ
ー
ダ
ー
で
合
奏
、
指
の
押
さ
え
を
確

認
し
て
終
了
、
本
日
の
ね
ら
い
に
入

る
。今

日
の
ね
ら
い
は
、
曲
を
聴
き
取
り

イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
。
部
屋
の
カ
ー
テ

ン
を
覆
い
暗
く
す
る
。

Ｃ
Ｄ
か
ら
流
れ
る
曲
に
耳
を
こ
ら
す
。

聞
き
覚
え
の
あ
る
曲
だ
。
曲
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
場
面
を
想
像
す
る
。

こ
の
次
第
次
第
に
迫
り
来
る
楽
曲
は
な

ん
だ
。
そ
う
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ

ル
バ
ー
グ
監
督
の
初
期
の
代
表
作
映
画

『
ジ
ョ
ー
ズ
』
の
テ
ー
マ
曲
だ
。
作
曲
者
は
ジ
ョ
ン

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
。

Ｅ
・
Ｔ
、
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
、
未
知
と
の
遭
遇
、

イ
ン
デ
ィ
ー
ジ
ョ
ー
ン
ズ
魔
宮
の
伝
説
、
レ
イ
ダ
ー

ス
失
わ
れ
た
ア
ー
ク
、
ジ
ュ
ラ
シ
ッ
ク
パ
ー
ク
、
ホ

ー
ム
ア
ロ
ー
ン
、
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
な
ど
な
ど
、

数
々
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
映
画
音
楽
で
大
活
躍
す
る

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
作
曲
家
だ
。

『
ジ
ョ
ー
ズ
』
は
平
和
な
ビ
ー
チ
を
襲
う
巨
大
人
食

い
鮫
の
恐
怖
と
、
そ
れ
に
立
ち
向
か
う
人
々
を
描
い

た
作
品
で
あ
る
。
徐
々
に
大
き
く
な

る
音
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
楽
が
恐
怖

感
を
増
長
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
感
じ

取
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

授
業
は
、
曲
か
ら
受
け
る
感
じ
や
感
想
を
発
表

し
合
い
、
共
有
し
ま
し
た
。

音
楽
は
感
じ
る
力
が
最
も
大
事
だ
。
絵
が
う
ま

く
な
り
た
け
れ
ば
、
い
い
絵
を
た
く
さ
ん
鑑
賞
す

る
こ
と
だ
が
、
音
楽
の
場
合
も
、

た
く
さ
ん
の

い
い
音
楽
に
出

会
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

次
回
の
課
題

は
、
打
楽
器
を

主
に
使
っ
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
楽
曲

を
創
作
す
る
こ

と
で
す
。
効
果

を
予
想
し
て
創

っ
た
楽
曲
は
演

奏
会
で
披
露
さ

れ
ま
す
。
楽
し

み
だ
ね
。


